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今年度要求のポイント

関連事業

平成6年度から事業開始
平成13年度にDXA法を用いた骨塩量
測定装置を導入
平成15年度対象年齢を25歳以上から
18歳以上に変更

H6　～　H　　

1,560

事業内容

事業の継続実施

【経過（～22年度】 【23年度】

項目

事業の継続実施

【今後（～24年度】

22年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

骨密度測定装置用コンピュータ 800

23年度要求額

平成21年度から骨密度測定装置用コンピュータの老朽化に伴う買替えを順次行っ
ている(平成24年度に完了予定)。測定装置自体も、機器の設置から9年が経過
し、測定結果の正確性を確保するためのメンテナンスを実施する必要があるた
め、前年度と同等額を要求する。

事 業 費

事業期間

内容・積算等

備品購入費

平成23年度要求額

2,3602,360

平成22年度予算額

全体事業費

平成21年度決算額

(単位　千円)

1,560

その他　特記事項

委託料、報償費等

スケジュール（経過及び今後展開）

その他

合計

堺市民で18歳以上の者を対象に各保健センター（ちぬが丘を除く）に
おいて骨密度測定を実施する。

骨密度測定後に測定結果を本人へ手渡し、骨粗しょう症予防に関する
健康教育、栄養指導等を実施する。測定結果により、必要な場合は、
医師による指導を実施する。

2,360 2,360

整理番号 11

骨粗しょう症を予防するとともに骨粗しょう症に関する正しい知識を
啓発し普及することにより、市民の健康の保持増進を図る。

事業目的

事 業 名

健康福祉局　健康増進課局・課名／　　

800

1,165

骨粗しょう症予防検診


